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第１図、第２図は、霧島山周辺における GNSS 連続観測結果である。第１図上段には山体を取り囲む

基線の配置を、下段には第１図中に表示されている観測点の整備の履歴を示した。第２図は時系列グ

ラフで、第２図(a)、(b)、(c)では左列に 2007 年２月１日～2012 年６月 11 日までの約５年４ヶ月間

の時系列を、右列に 2011 年５月１日～2012 年６月 11 日までの約１年１ヶ月間の時系列グラフを示し

た。2009 年 12 月から山体の膨張を示す基線の伸びが始まり 2011 年１月に至り、１月 26 日の噴火以

降に急速な短縮が見られ、２月１日以降は再び噴火前とほぼ同じ速度での基線の伸びが始まった。こ

の伸びの傾向は 11 月頃まで続いていたが、12 月頃から鈍化し 2012 年初めからはほぼ停滞、(1)「え

びの」－「牧園」基線では５月頃からわずかに縮みの傾向が現れている。 

第３図は、霧島山周辺の GEONET 観測点間の基線長について、１次トレンドを除去した時系列グラフ

である。2007 年２月から、2009 年 10 月のトレンドを基準として、2007 年５月から 2012 年５月の期

間までを示した。霧島山を囲む基線で 2009 年 12 月から伸びが始まっているが、他の基線ではトレン

ドからの差はほとんどなく経過していることがわかる。トレンドを除くと、2011 年１月噴火時に短縮

した基線では、2011 年 12 月までにその短縮量をほぼ回復していることが確認できる。 

第４図はさらに長期間の霧島山周辺の基線長時系列である。1997 年から観測を開始した(1)「えび

の」－「牧園」基線では、2009 年頃までは単調な短縮傾向であるが、2006 年頃からわずかに短縮速度

が小さくなっていた傾向が見える。 

第５図は、霧島山周辺の電子基準点、機動観測点、気象庁の GPS 観測点および防災科学技術研究所

の GPS 観測点における水平変動ベクトル図である。基準期間を 2012 年１月１日から１月 10 日の 10

日間、比較期間を 2012 年６月１日から６月 10 日の 10 日間にとった５ヶ月間の変動を示す図である。

基線の伸びが止まった後の時期に対応しており、山体の膨張は見られない。 

第６図は GEONET 観測点、気象庁および防災科学技術研究所の GPS 観測点における地殻変動から、茂

木ソースとダイクを仮定して噴火後の膨張量を推定した結果である。前回までの報告では噴火時の収

縮量と比較するに当たって、噴火以前の長期的な基線短縮トレンドを考慮していなかったが、今回は

トレンドを除いて再膨張量を計算して比較した。第６図上段はトレンドを除かない場合、下段がトレ

ンドを除いた推定結果である。噴火後の収縮が一段落した２月以降の約１年間の変動に対して膨張量

を推定したもので、基準期間を 2011 年２月１日から 15 日間、比較期間を 2012 年２月 10 日からの 15

日間にとっている。噴火前の膨張源とほぼ同じ韓国岳北西の水平位置にある球状膨張源に加え、前回

までに推定された北西－南東方向のダイクをおき、新燃岳直下の球状膨張源も同時に推定した。変動

源の場所を同じにして推定した再膨張量は、トレンドを除かなかった場合の推定値が約８百万 m3であ

るのに対し、トレンドを除くと約 12 百万 m3となり、噴火時の収縮量に近い再膨張があったという推

定結果となった。 
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第１図 霧島山周辺のGEONET観測点におけるGNSS連続観測基線図（上段：基線図、下段：整備履歴） 

Fig.1 (upper) Base-line map of continuous GNSS observation at GEONET sites around Kirishima Volcano, 

(lower) Maintenance history of GEONET sites around Kirishima Volcano 
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第２図(a) 霧島山周辺の GNSS 連続観測結果（左列: 2007 年２月～2012 年６月、右列：2011 年５月

～2012 年６月） 

Fig.2 (a) Results of continuous measurements of the GNSS around Kirishima Volcano; (left) from Feburuary 

2007 to June 2012, (right) from May 2011 to June 2012. 
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第２図(b) 霧島山周辺の GNSS 連続観測結果（左列: 2007 年２月～2012 年６月、右列：2011 年５月

～2012 年６月） 

Fig.2 (b) Results of continuous measurements of the GNSS around Kirishima Volcano; (left) from Feburuary 

2007 to June 2012, (right) from May 2011 to June 2012. 
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第２図(c) 霧島山周辺の GNSS 連続観測結果（左列: 2007 年２月～2012 年６月、右列：2011 年５月

～2012 年６月） 

Fig.2 (c) Results of continuous measurements of the GNSS around Kirishima Volcano; (left) from Feburuary 

2007 to June 2012, (right) from May 2011 to June 2012. 
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第３図 霧島山周辺の GNSS 連続観測結果・一次トレンド除去時系列（2007 年５月～2012 年５月） 

Fig.3 Results of continuous measurements of the GNSS around Kirishima Volcano, time series after removing 

linear trend; from May 2007 to May 2012. 
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第４図 霧島山周辺の GNSS 連続観測結果・長期間(1997 年３月～2012 年６月) 

Fig.4 Results of continuous measurements of the GNSS for long term time series of the baseline length; from 

March 1997 to June 2012. 
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第５図 霧島山周辺における GNSS 観測点の水平変動ベクトル図（2012 年１月～2012 年６月) 

Fig.5 Horizontal displacement of GNSS continuous observation stations around Kirishima Volcano from 

January 2012 to June 2012. 
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第６図 GNSS 連続観測点における地殻変動データから推定した霧島山の変動源モデル・球状膨張源と

ダイクを仮定（2011 年２月～2012 年２月、上段：トレンド除去せず、下段：トレンド除去） 

Fig.6  Source model of Kirishima Volcano estimated from crustal deformation observed by GNSS  

continuous observation stations around Kirishima Volcano from February 2011 to February 2012, with 

Mogi sources and a dyke.(Upper：estimation from non-detrended vectors; Lower : estimation from 

detrended vectors) 
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